
２０２６年（令和８年）３月

三 沢 市

第２期三沢市バリアフリーマスタープラン

（移動等円滑化促進方針）【概要版】

～誰もが支えあい、安全・安心に移動し、
幸せに暮らせるまちを目指して～

各ページにあるこのコードは、音声コードです。事前にアプリをインストールしておく必要があります。

スマホアプリは、一般向け「Uni-Voice」と視覚障がい者向け「Uni-Voice Blind」があります。
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1994年（平成6年）のハートビル法制定や、2006年（平成18年）のバリアフリー法施行などの国の法制度
や理念を踏まえ、三沢市は東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に2015年（平成27年）
に活動推進指針を策定し、2017年（平成29年）には青森県内初の共生社会ホストタウンに登録、2019年
（令和元年）には先導的共生社会ホストタウンに認定されるなど、先進的な取組を進めてきました。さらに、
2021年（令和3年）には「三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）」を策定し、移動等円
滑化促進地区を中心にバリアフリー関連事業を推進、2024年（令和6年）には読書バリアフリー計画を策定
し、ユニバーサルデザインと心のバリアフリーの両面から施策を展開しています。

2021年（令和3年）3月に策定されたマスタープランは2025年度（令和7年度）までを対象期間としてお
り、今後はこの5年間の進捗状況を確認し、残存する課題を整理したうえで再評価・改善を行う必要がありま
す。これにより、ユニバーサルタウン三沢の実現に向けた施策のさらなる充実が求められます。

三沢市の
動き

Ｈ18 施行
バリアフリー法

Ｈ27 策定
東京2020
オリンピック・パラリン
ピック競技大会に向け
た活動推進方針

Ｈ30 改正・創設
バリアフリー法
バリアフリーマスタープラン制度

Ｈ29 登録
共生社会
ホストタウン

R1 認定
先導的
共生社会
ホストタウン

Ｒ3 策定
三沢市
バリアフリー
マスタープラン

Ｒ8 策定
第２期
三沢市移動等
円滑化促進方針

国の動き

更新

第２期三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）では、高齢者、障がい者等が利用す
る施設が集まっている地区を「移動等円滑化促進地区」として設定し、面的・一体的なバリアフリー化の方
針を示すことで、広くバリアフリー化についての考え方を共有し、ハード・ソフトの両面でまちづくりを推
進することを目的としています。
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R4 施行
情報アクセシビリティ・コミュニケーション
施策推進法
（「情報のバリアフリー」に関する普及・
啓発の推進が位置づけ）

2021年（令和3年）以降、バリアフリー法は段階的に改正され、2025年（令和7年）6月の改正では、
トイレや駐車場、劇場等の客席に関する基準が見直されました。これにより、市内の公共・民間施設でも、
より実効性のあるバリアフリー対応が必要となっています。

改正バリアフリー法では、高齢者・障がい者等の
移動や施設利用の利便性・安全性の向上を推進する
ため、公共交通機関・建築物・公共施設のバリアフ
リー化を促進することとされています。
本法律において移動等円滑化促進方針は、旅客

施設（鉄道駅等）を中心とした地区や、移動等円滑化
促進地区において、面的・一体的なバリアフリー化
を進める上での方針を示すものです。

【移動等円滑化促進方針において定めるべき内容】

図：移動等円滑化促進地区のイメージ
出典：移動等円滑化促進方針・バリアフリー基本構想

作成に関するガイドライン（国土交通省）



第２期三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）の対象区域は、
三沢市全域を対象とします。

2026年度（令和8年度）から、2030年度（令和12年度）までの5年間とします。

関係法令等
●改正バリアフリー法 ●ユニバーサルデザイン政策大綱 ●青森県福祉のまちづくり条例
●三沢市障がいのある人もない人も幸せに暮らせる共生のまちづくり条例

上位計画
〇第二次三沢市総合振興計画
（後期基本計画）

〇三沢市都市計画マスタープラン
〇第４期三沢市地域福祉計画
〇三沢市こども計画

第２期三沢市バリアフリーマスタープラン

（移動等円滑化促進方針）

（法第２４条の２）

●バリアフリー化の方針を設定

●バリアフリー化の促進が必要な地区

（移動等円滑化促進地区）の設定

●高齢者・障がい者等が日常生活で利用

する施設及び経路の設定

●市民及び関係者の理解増進と協力確保

●届出制度の対象となる施設の設定

●移動等円滑化に関する情報の収集

市民意見等
〇まちあるき点検、ワークショップ
〇三沢市移動等円滑化促進協議会
〇パブリックコメントの実施等

関連計画
〇三沢市地域公共交通計画
〇三沢市第４期障がい者計画
〇三沢市高齢者福祉計画
〇三沢市公共施設等総合管理計画等

即する

即する

即する

反映

整合
連携

三沢市の「第二次三沢市総合振興計画（後期基本計画）」を上位計画として、振興計画に示す考えや
取組等と整合を図るとともに、三沢市及び青森県における各種条例・関連計画と連携を図りながら、
第２期三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）を推進します。
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三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方
針）を更新する上で、市民の日常の移動実態（目的地・移動手
段等）、そしてバリアフリーに対する意見・意向を的確に把握
することが重要です。
このため、郵送アンケート ・小中学生アンケート ・
そらいえ利用者アンケートの3つの調査を、2025年（令和7
年）11月～12月に実施し、1,283票を回収しました。
バリアフリー対応が重要な施設について、三沢市役所が最
も多く挙げられました。

図：バリアフリー対応が重要な施設
出典：市民アンケート調査結果抜粋

（2025年（令和7年）実施 ）

市民の主な目的地が集積する三沢市街地周辺において、バリアフリー関連事業の実施状況や、残存する
課題を把握するため、2025年（令和7年）11月11日(火)にまちあるき点検を実施しました。

場所 残存する課題 写真

三沢市公会堂 新設されたグレーチングと点字ブロックとの間に段差がある

市立図書館 スロープの途中にフラットな空間が望ましい

歩道 点字ブロックが劣化し、交差点付近の敷設方法が正しくない

表：まちあるき点検で挙げられた主な課題

出典：まちあるき点検結果抜粋（2025年（令和7年）実施 ）

移動等円滑化に関する三沢市のこれまでの取組への評価や今後の課題等を把握するため、当事者団体の
皆様に、2025年（令和7年）11月～12月にヒアリング調査を実施しました。
また、市内の子育て環境について、妊娠期・乳幼児期・小学生期・中高生期のフェーズごとに「良い点」と
「課題点」をまとめています。

フェーズ 市内で子育てをする上での良い点 課題だと思う点

妊娠期
妊婦用の駐車スペースや授乳室も増え
ている。

特に冬期の課題が顕著。何をするにも
車が必須で、道路の除雪が行き届かな
い場合、生活や移動が非常に困難。

乳幼児期
雨でも遊べるそらいえがあるのでうれ
しい。

ベビーカーで走行しにくい場所がある。

小学生期
図書館では、小学生を対象に読み聞か
せ等を実施している。

部活や習い事に行くのに子どもが自力
で行けない時がある。

中高生期 幼児との接し方等について取組がある。通学路の整備が優先されていない。

表：市内の子育て環境について

出典：ヒアリング調査結果抜粋（2025年（令和7年）実施 ）

バリアフリー対応が重要な施設

場所 課題が残る箇所 最近課題が解消された箇所

市役所周辺
歩道で、ブロックが浮き上がる箇所が
複数見られ、つまずく危険がある。

市役所や郵便局周辺は、グレーチング
が改善されている。

表：移動等円滑化促進地区の主な課題残存箇所・解消箇所
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供用年 施設名・地区名 事業名 事業事例

R3 三沢市公会堂
グレーチング
交換修繕

R4-R5
歩道部
（桜町一丁目地区）

側溝改修工事

R4-R6 中央公園 園路整備工事

R6
歩道部
（中央町一丁目地
区）

グレーチング
交換修繕

表：主なバリアフリーに係る各施設の取組

2021年（令和3年）3月に三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）を策定して以来、改
善された各施設のバリアフリーに係る主な取組を下の表にまとめています。改善されたものがある一方、歩
道等の不整備など残存する課題も多くあります。

基本理念

誰もが支えあい、安全・安心に移動し、幸せに暮らせるまちを目指して

基本方針

１．施設のバリアフリー化の推進

・旅客施設や道路、公共施設等のバリアフリー化を推進します。

2．心のバリアフリーの推進

・人々が互いに理解し、支え合う意識の醸成を図るため、啓蒙活動等を推進します。

3．情報のバリアフリーの推進

・点字や外国語など多様な情報提供、災害時や緊急時に迅速な情報伝達体制を推進します。

4．計画的な事業の実施

・限られた予算により効率的かつ効果的に各種バリアフリー化を実施します。

5．継続的な運営体制の確立

・進捗状況を管理し、必要に応じて評価・見直しを行い、継続的バリアフリー化に取り組みます。

表：バリアフリー化に向けた基本理念及び基本方針

三沢市では、施設等のバリアフリー化に加え、ソフト面の取組として、心のバリアフリーや情報のバリアフリー
に関する啓発や理解促進にも取り組んできました。

4



主要な施設等が立地する三沢市役所周辺地区を移動等円滑化促進地区に設定するとともに、主要な旅客
施設である三沢駅・三沢空港については生活関連施設として設定し、公共交通ネットワークによる連携を図り
ます。

三沢市役所周辺
（移動等円滑化促進地区）

三沢駅等
（生活関連施設）

三沢空港等
（生活関連施設）

改正バリアフリー法において生活関連施設とは、高齢者・障がい者等が日常生活において利用する旅客施
設、官公庁施設、福祉施設、その他の施設等と規定されており、常に不特定多数が利用する施設等が対象と
なります。そして、生活関連経路は生活関連施設間を徒歩で移動する経路として規定されます。

図：三沢市における生活関連施設・生活関連経路

市役所周辺地区は主な公共施設が集積し、イ
ベントの際には多くの人で賑わい、コミュニ
ティバスや路線バス等アクセスが集積している
エリアであることから、市役所周辺を移動等円
滑化促進地区に設定しました。
なお、三沢空港・三沢駅については、単独の移
動等円滑化促進地区では無く、市役所周辺の
「飛び地」として取扱うこととなります。

市役所周辺
（移動等円滑化促進地区）

三沢空港等
（生活関連施設）
※飛び地

三沢駅等
（生活関連施設）
※飛び地
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マスタープランの区域の「旅客施設及び
旅客施設に面する道路」を改良する際は、
各施設の管理者は着手３０日前までに本市
への届出が義務付けられます。（政令第25
条第1号及び第2号）

図：移動等円滑化促進地区の設定に係る基本的な考え方

図：届出対象のイメージ

各施設におけるバリアフリー設備等の有無等の情報は高齢者、障がい者等が施設を利用する際に必要な
情報となります。本市がバリアフリーマップ等を作成するために各施設等の管理者は本市への情報提供をお
願いします。

・ 交通事業者及び道路管理者 ・・・義務
・ 路外駐車場管理者、公園管理者及び建築主等 ・・・努力義務

第２期三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）に示す方針・考え等に基づき、移動等
円滑化促進地区内・外それぞれのバリアフリー化の進め方について示します。

・ 移動等円滑化促進地区
三沢市におけるバリアフリーのまちづくりを実現するためのモデル的な取組地区として、移動等円滑化
促進地区を設定し、優先的にバリアフリー化を推進します。

・ 生活関連施設以外の施設や移動等円滑化促進地区以外のエリア
移動等円滑化促進地区の整備を優先的に進めますが、その他の施設及びエリアのバリアフリー化を妨
げるものではありません。その他の施設及びエリアにおいても、移動等円滑化促進地区で得られたノウ
ハウ等を活用し、市域全体でのバリアフリー化を推進します。

図：バリアフリーのまちづくりの進め方

第２期三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）

◯移動等円滑化（バリアフリー化）
促進方針に基づき、優先的に
バリアフリー化を推進

◯個別の案件ごとに対応

移動等円滑化促進地区
生活関連施設以外の施設や

移動等円滑化促進地区以外のエリア

〔バリアフリー化の基本理念〕
誰もが支えあい、安全・安心に移動し、幸せに暮らせるまちを目指して
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【お問い合わせ先】

三沢市 政策部 政策調整課 政策調整係
住 所：〒033-8666 青森県三沢市桜町1-1-38
電 話：0176-53-5111（内線539）
FAX：0176-52-5656


